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大
分
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
六
十
二
号

　
　
　
大
分
県
行
政
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
行
政
組
織
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
大
分
県
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

目
次
中
「
第
四
十
四
条
の
二
十
五
」
を
「
第
四
十
四
条
の
二
十
七
」
に
改
め
る
。

　

第
三
条
第
一
項
の
表
の
企
画
振
興
部
の
項
中

「

芸
術
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
２
０
１

９
推
進
課

芸
術
文
化
企
画
班
、
芸
術
文
化
振
興
班
、
国
際

ス
ポ
ー
ツ
誘
致
・
推
進
班

企
画
・
広
報
班
、
受
入
環
境
整
備
班
、
事
業
班

」
を

「

芸
術
文
化
ス
ポ
ー

ツ
振
興
課

芸
術
文
化
企
画
班
、
芸
術
文
化
振
興
班
、
国
際

ス
ポ
ー
ツ
誘
致
・
推
進
班

」
に
改
め
、

「
広
域
交
通
班
」
の
下
に
「
、
空
港
企
画
班
」
を
加
え
、
同
表
の
生
活
環
境
部
の
項
中
「
人
権
・
同
和
対
策

四
一

課
」
を
「
人
権
尊
重
・
部
落
差
別
解
消
推
進
課
」
に
改
め
、
同
表
の
商
工
観
光
労
働
部
の
項
中
「
Ｉ
Ｔ
戦

略
推
進
班
、
地
域
情
報
化
推
進
班
、
電
子
自
治
体
推
進
班
、
シ
ス
テ
ム
開
発
第
一
班
、
シ
ス
テ
ム
開
発
第
二

班
」
を
「
電
子
自
治
体
推
進
班
、
地
域
情
報
化
推
進
班
、
基
盤
シ
ス
テ
ム
管
理
班
、
シ
ス
テ
ム
開
発
支
援

班
」
に
改
め
、
同
表
の
農
林
水
産
部
の
項
中
「
就
業
促
進
班
」
を
「
担
い
手
確
保
班
、
就
農
支
援
班
」
に
改

め
、
同
表
の
土
木
建
築
部
の
項
中
「
高
速
交
通
・
企
画
班
」
を
「
企
画
調
査
班
」
に
改
め
、
「
県
道
班
」
の

下
に
「
、
高
速
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
班
」
を
加
え
、
「
、
施
設
整
備
推
進
班
」
を
削
り
、
同
条
第
二
項

の
表
の
工
業
振
興
課
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

情
報
政
策
課

先
端
技
術
挑
戦
室

先
端
技
術
挑
戦
班

　

第
三
条
第
二
項
の
表
の
森
林
保
全
課
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

森
林
保
全
課

森
と
の
共
生
推
進

室

森
づ
く
り
推
進
班
、
森
林
環
境
保
護
班

森
林
整
備
室

造
林
・
間
伐
班
、
県
営
林
管
理
第
一
班
、
県
営
林
管
理

第
二
班

全
国
育
樹
祭
推
進

室

総
務
企
画
班
、
事
業
推
進
班

　

第
四
条
第
六
項
の
表
の
地
域
福
祉
推
進
監
の
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

地
域
共
生
社
会
推

進
監

福
祉
保
健
企

画
課

上
司
の
命
を
受
け
、
地
域
共
生
社
会
の
推
進
に
関
す
る
事
務

を
処
理
す
る
。

　

第
四
条
第
六
項
の
表
の
Ｉ
Ｔ
戦
略
監
の
項
中
「
情
報
政
策
課
」
を
「
先
端
技
術
挑
戦
室
」
に
改
め
る
。

　

第
十
条
第
六
号
中
「
地
方
法
人
特
別
譲
与
税
」
を
「
特
別
法
人
事
業
譲
与
税
」
に
改
め
る
。

　

第
十
二
条
中
第
二
十
一
号
を
削
り
、
第
二
十
二
号
を
第
二
十
一
号
と
す
る
。

　

第
十
四
条
第
十
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
教
育
庁
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）
」
を
加
え
る
。

　

第
十
四
条
の
二
を
削
る
。

　

第
十
七
条
中
第
六
号
を
第
八
号
と
し
、
第
五
号
を
第
七
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

五　

大
分
空
港
海
上
ア
ク
セ
ス
に
関
す
る
こ
と

　

六　

大
分
空
港
の
活
性
化
に
関
す
る
こ
と

　

第
十
八
条
第
七
号
中
「
同
和
対
策
」
を
「
部
落
差
別
解
消
推
進
」
に
改
め
る
。

　

第
十
九
条
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
十
九
号
か
ら
第
二
十
六
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
下

げ
、
第
十
八
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

十 

九　

健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に
係
る
対
策
に
関
す

る
基
本
法
（
平
成
三
十
年
法
律
第
百
五
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
健
康
づ
く
り
支
援
課
の
所
掌
に

毎
週　

火
曜
日
・
金
曜
日
（
祝
祭
日
に
当
た
る
と
き
は
翌
日
発
行
）　

発
行
人　

大　

分　

県　
　

編
集　

九
州
凸
版
印
刷
株
式
会
社　
　

（
定
価　

一
箇
年　

三
万
八
千
八
百
八
十
円
）
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係
る
事
項
を
除
く
。
）

　

二 

十　

成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目
な

く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
百
四
号
）
の
施
行

に
関
す
る
こ
と
（
健
康
づ
く
り
支
援
課
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）

　

第
二
十
条
中
第
二
十
七
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
二
十
六
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
七　

成
育
過
程
に
あ
る
者
及
び
そ
の
保
護
者
並
び
に
妊
産
婦
に
対
し
必
要
な
成
育
医
療
等
を
切
れ
目

な
く
提
供
す
る
た
め
の
施
策
の
総
合
的
な
推
進
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
医
療
政
策
課

の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）

　

二 

十
八　

健
康
寿
命
の
延
伸
等
を
図
る
た
め
の
脳
卒
中
、
心
臓
病
そ
の
他
の
循
環
器
病
に
係
る
対
策
に
関

す
る
基
本
法
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
医
療
政
策
課
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）

　

第
二
十
二
条
第
七
号
中
「
同
和
対
策
」
を
「
部
落
差
別
解
消
推
進
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
二
条
の
二
中
第
十
六
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
五
号
を
第
十
六
号
と
し
、
第
十
四
号
の
次
に
次

の
一
号
を
加
え
る
。

　

十 

五　

食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
十
九
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と

（
地
域
農
業
振
興
課
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）

　

第
二
十
三
条
第
二
十
一
号
中
「
（
警
察
本
部
及
び
教
育
委
員
会
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）
」
を
削

り
、
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
教
育
庁
及
び
警
察
本
部
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
中

第
三
十
一
号
を
第
三
十
二
号
と
し
、
第
二
十
三
号
か
ら
第
三
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二

十
二
号
中
「
（
警
察
本
部
及
び
教
育
委
員
会
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）
」
を
削
り
、
「
こ
と
」
の
下

に
「
（
教
育
庁
及
び
警
察
本
部
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）
」
を
加
え
、
同
号
を
同
条
第
二
十
三
号
と

し
、
同
条
第
二
十
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
二　

大
分
県
特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止
条
例
（
令
和
元
年
大
分
県
条
例
第
三
十
七
号
）
の
施
行
に
関
す

る
こ
と
（
教
育
庁
及
び
警
察
本
部
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）

　

第
二
十
三
条
の
六
の
見
出
し
及
び
同
条
中
「
人
権
・
同
和
対
策
課
」
を
「
人
権
尊
重
・
部
落
差
別
解
消
推

進
課
」
に
改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
同
和
行
政
」
を
「
部
落
差
別
解
消
推
進
」
に
改
め
、
「
及
び
推
進
」

を
削
り
、
同
条
第
五
号
中
「
同
和
行
政
」
を
「
部
落
差
別
解
消
推
進
」
に
改
め
、
同
条
第
六
号
中
「
同
和
問

題
」
を
「
部
落
差
別
問
題
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
四
条
第
七
号
中
「
同
和
対
策
」
を
「
部
落
差
別
解
消
推
進
」
に
改
め
る
。

　

第
二
十
五
条
第
一
号
及
び
第
二
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
先
端
技
術
挑
戦
室
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除

く
。
）
」
を
加
え
、
同
条
第
八
号
及
び
第
九
号
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

　

八 　

官
民
デ
ー
タ
活
用
推
進
基
本
法
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
百
三
号
）
の
施
行
に
関
す
る
こ
と
（
先
端

技
術
挑
戦
室
の
所
掌
に
係
る
事
項
を
除
く
。
）

　

九　

先
端
技
術
挑
戦
室
の
庶
務
に
関
す
る
こ
と

　

第
二
十
八
条
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
二
十
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二
十
一　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
支
援
拠
点
施
設
に
関
す
る
こ
と

　

第
二
十
九
条
第
六
号
中
「
同
和
対
策
」
を
「
部
落
差
別
解
消
推
進
」
に
改
め
る
。

　

第
三
十
六
条
第
五
号
中
「
及
び
森
林
整
備
室
」
を
「
、
森
林
整
備
室
及
び
全
国
育
樹
祭
推
進
室
」
に
改
め

る
。

　

第
三
十
九
条
第
十
一
号
中
「
同
和
対
策
」
を
「
部
落
差
別
解
消
推
進
」
に
改
め
る
。

　

第
四
十
四
条
の
十
一
第
五
号
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」
に
改
め
る
。

　

第
二
章
第
三
節
第
七
款
中
第
四
十
四
条
の
二
十
五
を
第
四
十
四
条
の
二
十
七
と
し
、
第
四
十
四
条
の
二
十

四
を
第
四
十
四
条
の
二
十
六
と
し
、
第
四
十
四
条
の
二
十
三
を
第
四
十
四
条
の
二
十
五
と
し
、
第
四
十
四
条

の
二
十
二
を
第
四
十
四
条
の
二
十
三
と
し
、
同
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
全
国
育
樹
祭
推
進
室
の
分
掌
事
務
）

第
四
十
四
条
の
二
十
四　

全
国
育
樹
祭
推
進
室
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　

一　

第
四
十
五
回
全
国
育
樹
祭
の
開
催
に
必
要
な
総
合
企
画
及
び
連
絡
調
整
に
関
す
る
こ
と

　

二　

第
四
十
五
回
全
国
育
樹
祭
の
大
分
県
実
行
委
員
会
に
関
す
る
こ
と

　

第
四
十
四
条
の
二
十
一
第
六
号
を
削
り
、
同
条
を
第
四
十
四
条
の
二
十
二
と
し
、
第
四
十
四
条
の
十
七
か

ら
第
四
十
四
条
の
二
十
ま
で
を
一
条
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
四
十
六
条
の
十
六
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
先
端
技
術
挑
戦
室
の
分
掌
事
務
）

第
四
十
四
条
の
十
七　

先
端
技
術
挑
戦
室
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

　

一　

先
端
技
術
を
活
用
し
た
新
し
い
産
業
の
創
出
に
関
す
る
こ
と

　

二 　

先
端
技
術
を
活
用
し
た
地
域
課
題
の
解
決
に
関
す
る
こ
と
（
他
の
課
及
び
室
の
所
掌
に
係
る
事
項
を

除
く
。
）

　

三　

産
業
の
情
報
化
及
び
情
報
産
業
の
振
興
に
関
す
る
こ
と

　

四　

オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

　

五　

公
益
財
団
法
人
ハ
イ
パ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
社
会
研
究
所
に
関
す
る
こ
と

　

六　

そ
の
他
先
端
技
術
の
推
進
に
関
す
る
こ
と

　

第
四
十
五
条
第
六
号
中
「
同
和
対
策
」
を
「
部
落
差
別
解
消
推
進
」
に
改
め
る
。

　

第
五
十
二
条
の
表
の
専
門
歯
科
医
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

女
性
活
躍
推
進
監

消
費
生
活
・
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ザ

上
司
の
命
を
受
け
、
女
性
の
活
躍
推
進
等
に
関
す
る
業

務
を
処
理
す
る
。

　

第
五
十
三
条
の
三
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。



令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

三

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

３ 　

第
一
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
森
林
組
合
に
係
る
造
林
事
業
、
森
林
作
業
道
整
備
事
業
及
び
間
伐
材

等
安
定
供
給
推
進
事
業
に
関
す
る
事
務
に
お
け
る
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
振
興
局
の
所
管
区
域
は
、
そ

れ
ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

振
興
局
の
名
称

所　

管　

区　

域

大
分
県
東
部
振
興
局

東
国
東
郡
、
速
見
郡
、
別
府
市
、
杵
築
市
（
杵
築
市
大

田
を
除
く
。
）
、
国
東
市

大
分
県
北
部
振
興
局

中
津
市
、
豊
後
高
田
市
、
宇
佐
市
、
杵
築
市
（
杵
築
市

大
田
に
限
る
。
）

　

第
五
十
四
条
の
表
中
「
地
域
振
興
部
」
を
「
地
域
創
生
部
」
に
、
「
地
域
振
興
班
」
を
「
地
域
創
生
班
」

に
改
め
、
同
表
の
北
部
振
興
局
の
項
中
「
、
治
山
林
道
第
三
班
」
を
削
る
。

　

第
六
十
七
条
の
表
の
こ
ど
も
相
談
支
援
第
一
課
の
項
及
び
こ
ど
も
相
談
支
援
第
二
課
の
項
中
「
こ
ど
も
相

談
支
援
第
二
班
」
の
下
に
「
、
こ
ど
も
相
談
支
援
第
三
班
」
を
加
え
る
。

　

第
百
八
十
六
条
の
表
の
日
田
土
木
事
務
所
の
部
の
建
設
課
の
項
中
「
道
路
第
一
班
、
道
路
第
二
班
」
を

「
道
路
班
」
に
改
め
、
同
部
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

中
津
日
田
道
路
建
設
室

中
津
日
田
道
路
建
設
班

　

別
表
の
生
活
環
境
部
の
部
の
人
権
・
同
和
対
策
課
の
項
中
「
人
権
・
同
和
対
策
課
」
を
「
人
権
尊
重
・
部

落
差
別
解
消
推
進
課
」
に
改
め
、
同
表
の
農
林
水
産
部
の
部
の
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
の
項
を
削
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
の
農
林
水
産
部
の
部
の
お
お
い
た

ブ
ラ
ン
ド
推
進
課
の
項
を
削
る
改
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
年
六
月
二
十
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

大
分
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

大
分
県
知
事　
　

広　
　
　

瀬　
　
　

勝　
　
　

貞　

大
分
県
規
則
第
六
十
三
号

　
　
　
大
分
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

大
分
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
三
年
大
分
県
規
則
第
六
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
三
条
第
八
号
の
表
の
負
担
金
、
補
助
及
び
交
付
金
の
項
中
「
買
い
物
弱
者
支
援
事
業
費
、
里
の
く
ら
し

支
援
事
業
費
、
地
域
活
動
支
援
事
業
費
」
を
「
地
域
活
力
づ
く
り
総
合
補
助
金
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
推
進
事
業
費
」
に
改
め
る
。

　

第
四
条
第
二
号
中
「
徴
収
停
止
、
徴
収
猶
予
、
履
行
期
限
の
延
長
」
を
削
る
。

　

別
表
第
一
の
五
の
項
第
五
号
中
「
事
項
」
の
下
に
「
又
は
除
票
に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
」
を
加
え
る
。

　

別
表
第
三
の
振
興
局
の
長
の
部
の
三
十
六
の
項
第
十
四
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
第
十
三
号
中

「
第
十
九
条
」
を
「
第
二
十
二
条
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十
二
号
中
「
第
十
四

条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、
「
附
し
た
」
を
「
付
し
た
」
に
改
め
、
「
工
作
物
設
置
の
許

可
」
の
下
に
「
若
し
く
は
知
事
が
告
示
に
よ
り
指
定
す
る
施
設
の
使
用
の
許
可
」
を
加
え
、
同
号
を
同
項
第

十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
一
号
中
「
第
十
三
条
第
一
項
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
十
二
号
と
し
、
同
項
第
十
号
中
「
第
十
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
五
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項

第
十
一
号
と
し
、
同
項
第
九
号
中
「
第
十
一
条
第
二
項
」
を
「
第
十
四
条
第
二
項
」
に
、
「
第
十
二
条
第
二

項
」
を
「
第
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
号
と
し
、
同
項
第
八
号
中
「
第
十
一
条
第
一

項
」
を
「
第
十
四
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
九
号
と
し
、
同
項
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加

え
る
。

　

八 　

条
例
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
甲
種
漁
港
施
設
の
う
ち
知
事
が
告
示
に
よ
り
指
定
す
る

施
設
の
使
用
の
許
可
（
漁
港
漁
村
整
備
課
長
の
専
決
に
係
る
許
可
を
除
く
。
）
を
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
振
興
局
の
長
の
部
の
三
十
九
の
項
第
一
号
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
、

同
表
の
福
岡
事
務
所
長
の
部
の
一
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十 　

Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
支
援
拠
点
施
設
に
お
け
る
相
談
に
関
す
る
事
務
を
行
う
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
十
二
の
項
中
「
覚
せ
い
剤
取
締
法
」
を
「
覚
醒
剤
取
締
法
」

に
改
め
、
同
項
第
一
号
中
「
覚
せ
い
剤
施
用
機
関
」
を
「
覚
醒
剤
施
用
機
関
」
に
改
め
、
同
款
の
十
九
の
項

中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
一
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
と
し

て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

一 　

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
成
分
等
含
有
食
品
が
人
の
健
康
に
被
害
を
生
じ
、
又
は

生
じ
さ
せ
る
お
そ
れ
が
あ
る
旨
の
情
報
に
つ
い
て
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
二
十
七
の
項
第
十
号
中
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十

四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
三
号
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
二
項
」
を
「
第
二
十
一
条
の
五
第

二
項
」
に
、
「
所
有
し
て
い
た
犬
猫
等
」
を
「
所
有
し
、
又
は
占
有
し
て
い
た
動
物
」
に
改
め
、
同
項
第
十

四
号
中
「
第
二
十
二
条
の
六
第
三
項
」
を
「
第
二
十
二
条
の
六
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中
「
第
二
十
四

条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
七
号
中
「
第
二
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第

二
十
三
条
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
八

号
中
「
第
二
十
四
条
の
四
」
を
「
第
二
十
四
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
中
第
六
十
二
号
を
第
六
十
七

号
と
し
、
第
二
十
六
号
か
ら
第
六
十
一
号
ま
で
を
五
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
第
二
十
五
号
中
「
第
二
十
五

条
第
四
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
七
項
」
に
、
「
市
町
村
長
」
を
「
市
町
村
の
長
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項



令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

四

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

第
三
十
号
と
し
、
同
項
第
二
十
四
号
中
「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同

号
を
同
項
第
二
十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
九　

法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
し
て
い
る
者
に
対
し
、

報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
飼
養
若
し
く
は
保
管
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
飼
養
施

設
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
二
十
七
の
項
第
二
十
三
号
中
「
第
二
十
五
条
第
二
項
」
を

「
第
二
十
五
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
七
号
と
し
、
同
項
第
二
十
二
号
中
「
第
二
十
五
条

第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
」
に
改
め
、
「
多
数
の
」
を
削
り
、
「
又
は
保
管
」
を
「
、
保
管
又
は

給
餌
若
し
く
は
給
水
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
六
号
と
し
、
同
項
中
第
二
十
一
号
を
第
二
十
四
号
と

し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
五　

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
飼
養
、
保
管
又
は
給
餌
若
し
く
は
給
水
に

起
因
し
て
周
辺
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
、
必
要
な
指
導

又
は
助
言
を
す
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
二
十
七
の
項
第
二
十
号
を
同
項
第
二
十
三
号
と
し
、
同
項
第

十
九
号
中
「
第
二
十
四
条
の
二
」
を
「
第
二
十
四
条
の
二
の
二
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
十
二
号
と

し
、
同
項
第
十
八
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

十 

九　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
で
あ
つ
た
者
に
対
し
、

期
限
を
定
め
て
、
必
要
な
勧
告
を
す
る
こ
と
。

　

二 

十　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、

そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

　

二 

十
一　

法
第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
第
一
種
動
物
取
扱
業
者
で
あ
つ
た
者
に
対

し
、
報
告
を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
飼
養
施
設
を
設
置
す
る
場
所
等
に
立
ち
入
り
、
飼
養
施
設
そ

の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
二
十
九
の
項
第
七
号
中
「
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
及
び

産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
命
令
」
を
「
、
一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分

場
及
び
産
業
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場
に
係
る
技
術
上
の
基
準
を
定
め
る
省
令
」
に
改
め
、
同
項
第
十
五
号
中

「
法
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
同
条
第
二
項
」
に
改
め
、
同
項
第
十
七
号
中
「
又
は
産
業
廃
棄
物
処
分
業

者
」
を
削
り
、
同
項
第
二
十
号
中
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
若
し
く
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物

処
分
業
」
を
「
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
業
者
か
ら
事
業
」
に
改
め
、
同
項
中
第
二
十
九
号
を
第
三

十
号
と
し
、
第
二
十
八
号
を
第
二
十
九
号
と
し
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
八
号
と
し
、
第
二
十
六
号
の
次
に

次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

二 

十
七　

法
第
十
九
条
の
十
第
二
項
の
規
定
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
九
条
の
五
第
一
項
の
規
定
に
基

づ
き
、
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
に
適
合
し
な
い
産
業
廃
棄
物
の
保
管
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理

基
準
に
適
合
し
な
い
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の
保
管
を
行
つ
て
い
る
者
に
対
し
、
産
業
廃
棄
物
処
理
基

準
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
つ
て
当
該
産
業
廃
棄
物
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
の

保
管
を
す
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
三
十
一
の
項
中
第
十
七
号
を
第
二
十
三
号
と
し
、
第
十
六
号

を
第
二
十
二
号
と
し
、
第
十
五
号
を
第
十
八
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

　

十 

九　

法
附
則
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
管
理
者
に
対
し
、
特
定
既
存
単
独
処
理
浄

化
槽
に
関
し
、
除
却
そ
の
他
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
と
る
よ
う
助
言
又
は

指
導
を
す
る
こ
と
。

　

二 

十　

法
附
則
第
十
一
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
助
言
又
は
指
導
を
受
け
た
者
に
対
し
、
相
当
の
期

限
を
定
め
て
、
除
却
そ
の
他
生
活
環
境
の
保
全
及
び
公
衆
衛
生
上
必
要
な
措
置
を
と
る
こ
と
を
勧
告
す

る
こ
と
。

　

二 

十
一　

法
附
則
第
十
一
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
相
当
の
期
限
を
定

め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
三
十
一
の
項
中
第
十
四
号
を
第
十
七
号
と
し
、
第
十
三
号
を

第
十
五
号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

　

十 

六　

法
第
十
二
条
の
五
第
四
項
（
同
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
基
づ

き
、
市
町
村
が
設
置
計
画
を
作
成
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
市
町
村
か
ら
協
議
を
受
け
る

こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
三
十
一
の
項
第
十
二
号
を
同
項
第
十
四
号
と
し
、
同
項
第
十

一
号
中
「
第
十
一
条
の
二
」
を
「
第
十
一
条
の
三
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
十
三
号
と
し
、
同
項
第
十
号

の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

十 

一　

法
第
十
一
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
管
理
者
か
ら
浄
化
槽
の
使
用
の
休
止
の
届

出
を
受
理
す
る
こ
と
。

　

十 

二　

法
第
十
一
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
浄
化
槽
の
使
用
の
再
開
の
届
出
を
受
理
す
る
こ

と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
四
十
の
項
第
十
三
号
中
「
第
四
条
第
二
項
第
十
二
号
ニ
」
を

「
第
四
条
第
二
項
第
十
四
号
ニ
」
に
改
め
、
同
款
の
四
十
三
の
項
第
五
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
第
四

号
中
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
を
「
第
六
十
一
条
第
一
項
」
に
、
「
第
三
十
二
条
第
三
項
」
を
「
第
六
十
六

条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
六
号
と
し
、
同
項
第
三
号
の
次
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

四 　

法
第
三
十
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
施
設
等
の
管
理
権
原
者
等
に
対
し
、
当
該
特
定
施
設
等
に

お
け
る
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
指
導
及
び
助
言
を
す
る
こ
と
。



令
和
二
年
三
月
三
十
一
日

五

大
分
県
報
号
外
（
規
則
）

　

五 　

法
第
三
十
八
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
特
定
施
設
等
の
管
理
権
原
者
等
に
対
し
、
当
該
特
定
施
設
等
の

喫
煙
禁
止
場
所
に
お
け
る
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
の
措
置
の
実
施
状
況
に
関
し
報
告
を
さ
せ
、
又

は
そ
の
職
員
に
、
特
定
施
設
等
に
立
ち
入
り
、
当
該
措
置
の
実
施
状
況
若
し
く
は
帳
簿
、
書
類
そ
の
他

の
物
件
を
検
査
さ
せ
、
若
し
く
は
関
係
者
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
の
四
十
三
の
項
に
次
の
二
号
を
加
え
る
。

　

八 　

改
正
省
令
附
則
第
二
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
届
出
施
設
の
管
理
権
原
者
か
ら
当
該
届
出
施
設

の
届
出
事
項
の
変
更
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。

　

九 　

改
正
省
令
附
則
第
二
条
第
八
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
届
出
施
設
の
管
理
権
原
者
か
ら
喫
煙
可
能
室
の

廃
止
の
届
出
を
受
理
す
る
こ
と
。  

　

別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
一
の
款
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

六 

十　

農
林

水
産
物
及

び
食
品
の

輸
出
の
促

進
に
関
す

る

法

律

（
令
和
元

年
法
律
第

五

十

七

号
。
以
下

こ
の
項
中

「
法
」
と

い
う
。
）

に
関
す
る

事
務

一 　

法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
農
林
水
産
物
又
は
食
品
の
輸
出
を
行
う

事
業
者
に
対
し
、
知
事
が
管
轄
す
る
区
域
内
に
お
い
て
生
産
さ
れ
、
製
造
さ
れ
、
加

工
さ
れ
、
又
は
流
通
す
る
農
林
水
産
物
又
は
食
品
に
係
る
輸
出
証
明
書
を
発
行
す
る

こ
と
。

　

別
表
第
三
の
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
所
長
の
部
の
二
の
項
第
一
号
中
「
こ
と
」
の
下
に
「
（
同
条
第
四
項

に
お
い
て
、
研
修
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
適
当
と
認
め
る
者
に
そ
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
を
含

む
。
）
」
を
加
え
、
同
項
第
九
号
を
同
項
第
十
五
号
と
し
、
同
項
中
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
を
六
号
ず
つ

繰
り
下
げ
、
第
一
号
の
次
に
次
の
六
号
を
加
え
る
。

　

二 　

法
第
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
飼
養
、
保
管
又
は
給
餌
若
し
く
は
給
水
に
起
因

し
て
周
辺
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
、
必
要
な
指
導
又
は

助
言
を
す
る
こ
と
。

　

三 　

法
第
二
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
飼
養
、
保
管
又
は
給
餌
若
し
く
は
給
水
に
起
因

し
て
周
辺
の
生
活
環
境
が
損
な
わ
れ
て
い
る
事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、

そ
の
事
態
を
除
去
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
。

　

四 　

法
第
二
十
五
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
勧
告
を
受
け
た
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧

告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
。

　

五 　

法
第
二
十
五
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
が
衰
弱
す
る
等
の
虐
待
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
る

事
態
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
当
該
事
態
を
改
善
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置

を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
じ
、
又
は
勧
告
す
る
こ
と
。

　

六 　

法
第
二
十
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
動
物
の
飼
養
又
は
保
管
を
し
て
い
る
者
に
対
し
、
報
告

を
求
め
、
又
は
そ
の
職
員
に
、
飼
養
若
し
く
は
保
管
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
飼
養
施
設
そ

の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
。

　

七　

法
第
二
十
五
条
第
七
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
市
町
村
の
長
に
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
。

　

別
表
第
三
の
産
業
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
長
の
部
の
一
の
項
第
二
号
中
「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
」

に
改
め
、
同
表
の
土
木
事
務
所
の
長
の
部
の
十
一
の
項
第
五
号
中
「
第
五
十
五
条
の
二
第
一
項
」
を
「
第

五
十
五
条
の
二
の
二
第
一
項
」
に
、
「
職
員
も
」
を
「
職
員
を
」
に
改
め
、
同
部
の
三
十
五
の
項
第
一
号
中

「
第
八
条
第
二
項
」
を
「
第
八
条
」
に
改
め
る
。

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
二
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
三
の
保
健
所
の
長
の
部
の
十
九

の
項
及
び
同
部
の
二
十
七
の
項
の
改
正
規
定
は
同
年
六
月
一
日
か
ら
施
行
し
、
同
部
の
四
十
の
項
の
改
正
規

定
は
同
年
七
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

  


